
通卷 43 号（　）    2009 年 6 月 発行    日本漢方交流会ニュース「金匱」

No.43

1

　関西を襲った新型インフルエンザパニック中に開催しましたが、
第７回は約１００名の方が出席され盛況のうちに終了しました。
　午前中の基調講演では新谷卓弘先生には「不眠」の漢方治療と心
理テストとの相関をお話して頂きました。午後からの基調講演では
真鍋立夫先生には漢方病理に基づく原因治療の大切さを話しいて頂
きました。
　今回も症例検討会では興味深い症例が多く活発に討議されまし
た。奥平智之先生は病院勤めの精神科医師として精神用薬が引起し
たと思われる不眠、眼瞼痙攣を抑肝散で治癒した、薬剤師では経験
できない精神用薬と漢方薬の併用例をお話しいて頂きました。 ア
ドバイザーの広中隆志先生からは抑肝散と柴胡剤の違いなど解りや
すく説明して頂きました。
　村上清尚先生には尊父の認知症の不眠症、うわ言の症例と温胆湯
加減による不眠症の症例をお話しいて頂きました。広中先生からは
温胆湯の作用機序など解りやすく説
明して頂きました。
　太田順康先生には永年の経験によ
る長期による不眠症の治験例を数多
く、また養生法をとても楽しい太田
節でお話しいて頂きました。 
　来年は「ストレス社会の漢方治療」
の第２弾「胃腸病」を企画していま
すので、是非ご参加下さい。

第 7 回 慢性難病フォーラムの報告
	
　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ ： ストレス社会の漢方治療『不眠』
　　　　　　　　　　　　　　　　日　時 ： 平成 21 年 5 月 31 日 ( 日曜 )
　　　　　　　　　　　　　　　　場　所 ： チサンホテル新大阪に於いて

新宅卓弘先生の基調講演↑

会場の様子→

慢性・難病フォーラムアンケート（第 7 回）
参加者総数　９８　アンケート回収数　５９名（男性 19 名　女性 40 名）（回収率 60％）

参 　 加 　 者 　 年 　 齢／ 20 代……６　　30 代……１０　　40 代……１０　　50 代……１８　　六十代以上……１５
参　加　者　住　ま　い／関東（５）　東海（４）　関西（５１）　中国（５）　四国（２）　九州（２）　
知 　 っ 　 た 　 広 　 告／交流会（31・31％） 薬剤師会（16・17％） 研究会（13・14％） 新聞雑誌（2・2％） その他（1・1％）
職　　　　　　　　　業／薬剤師 50　医師１　鍼灸師３　学生１　その他３
日 本 漢 方 交 流 会 会 員／２３（38％）　　会員外 ３５（59％）
会 場 の わ か り 易 さ／易い ４２（71％）　　分り難い １５（25％）
会 　 場 　 の 　 広 　 さ／満足 ５４（91％）　　狭い ４（0,6％）
参　　　　加　　　　費／高い １８（30％）　　安い ５（0,8％）　　　丁度 ３４（57％）
手続きに問題があったか／無い ５８（98％）　　会場が変更になったことに対する苦情 １
フォーラムの所要時間／長い ２（0,3％）　　丁度 ５５（93％）　　無回答 ２
フォーラムに参加して／よかった ８（98％）　　無回答１
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第１１回 漢方薬剤師 育成研修会のご案内
日本漢方交流会では、漢方に携わる薬剤師を育成する為に、漢方薬剤
師育成研修会を開催しています。
毎回とても好評で、久しぶりの実習と講義で楽しく為になったと喜ば
れています。開催地は年度によって変りますが、今回は、名古屋で開
催致します。

【 日　時 】平成 21 年 11 月 23 日（月・祝）9：30 ～ 17：30
【 会　場 】名城大学薬学部　〒 468-8503 名古屋市天白区八事山 150 番地 TEL（052）832-1151（代表）
【 参加費 】５，０００円（日本漢方交流会会員２，０００円）（薬学生は無料）
【 内　容 】１． 漢方薬局開局マニュアル、漢方薬局経営ノウハウ　　  講師：テツムラ漢方薬局　　鉄村　努　先生
　　　　　 ２． 薬局製剤実習（ 紫雲膏 ）　　　　　　　　                 講師：名古屋市立大学　　牧野　利明　先生

第４２回全国学術総会「名古屋大会」のご案内
大会テーマ■「婦人の病の漢方治療」
▷特別講演　『東洋医学的にみる女性の特性と疾患の特徴』　　　仙頭クリニック院長　仙頭　正四郎先生
期　　　　日：平成 21 年 11 月 22 日（日）～　23 日（月）
会　　　　場：名城大学天白キャンパス名城ホール 名古屋市天白区塩釜口 1 丁目 501 番地
懇 談 会 会 場：名城大学天白キャンパス内、タワー 75　15 階レセプションホール
交 通 機 関：ＪＲ名古屋駅から約 40 分、地下鉄鶴舞線 「塩釜口／名城大学前」駅下車、1 番出口（右）徒歩約 8 分。
大 会 参 加 費：会員 8,000 円 ( 早期予約の方は 7,000 円 ) 非会員 10,000 円早期予約の方は 9,000 円 ) 学生無料（資料別途）
懇 親 会 費 用：6,000 円　2 日目のオプションは、別途参加費必要
申し込み方法：日本旅行が代行しますので、後にお送りする申込書に従ってお申込ください。
宿 泊 案 内：こちらも日本旅行が代行しますので、申込書に従ってお申込ください。

意見
・講師紹介の時間が長すぎる時間がもったいない。
・昼休みが長い短縮して早く終わって欲しい。
・非常に興味深く解かりやすい講義でした。
・色々な先生の考え方を聴き勉強になった。
・漢方を学び始めたばかりですが、解りやすく参加してよかった。
・希望の講師：林誠一、太田順康、真鍋立夫、新谷卓弘、穴原先生？
・フォーラムを大阪で続けて欲しい。
・漢方の基礎を勉強した。証をとって治療される医師の説明が欲 
  しかった。

フォーラムのテーマ希望
アルツハイマー、老人性うつ病、生活習慣病、糖尿病、
神経痛、リウマチ、腰痛、脚弱、婦人病、頭痛、神経
科領域の疾患、便秘、アトピー、アレルギー、皮膚病、
排尿困難、膠原病、脳疾患、慢性腎炎
講師への希望
・講義のスライドショーがほしい。
・新谷卓弘、太田順康両先生の講義及び中井康雄先生の
  マトメが良かった。
・生理、病態を含めた話を聴きたかった。
・広中隆志先生のコメントが良かった。

テーマ：胃腸病の漢方療法
平成 21 年 9 月 13 日（第 2 日曜日）10:30 ～ 17:00　慶應義塾大学薬学部にて
　　漢方基礎理論「五臓について」　　  中　川　智　代
　　「いろいろな胃腸病の店頭応用」　　太　田　順　康
　　「初学者のための望診講座」　　　　太　田　順　康

問合せ：日本漢方交流会・企画部　中川智代　FAX:03-3412-7499

第９回
初学者のための
漢方運用講座

のご案内
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　　　　　　　　第４2 回学術総会「名古屋大会」準備委員会事務局　
　　　　　　　　　　　　〒 468-0061 名古屋市天白区八事天道 406「木村漢方薬局内」
　　　　　　　　　　　　TEL 052-837-3548  FAX 052-837-3548  E-mail  tcmkkpha@ybb.ne.jp 
　　　　　
　　　　　　　　　　　学術事務局　〒 491-0044 愛知県一宮市大宮 1-4-12「皇漢堂林薬局内」
　　　　　　　　　　　TEL 0586-72-4798  FAX 0586-23-0810  E-mail  panda@koukando.co.jp
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TEL(052)832-1151
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（有限責任中間法人　日本漢方交流会第 42 回学術総会）
名古屋大会プログラム

大会テーマ■「婦人の病の漢方治療」
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金匱№ 42に掲載しなければいけなかった青山淳子様の
原稿を今回掲載させて頂きます。掲載順序は日にちを基
本にしています。

　　　　　　　　平成 21年 6月編集

▲▲

広報担当からのお詫び

冬期合宿講習会に参加させて頂いて
個人会員　青　山　　淳　子

　私は内山ゆき先生のお勧めで、日本漢方交流会に入会致しました。それまで受講した色々な漢方薬関連講習会に比べて、
発表内容が判り易く充実していると感じました。一生漢方薬とつき合って、まずは自分が健康になり、そして家族や身近な
人、仕事にも役立てたいと思いました。当初は休暇も取り易かったので、年一回の学術大会が、初めての土地を訪れる楽し
みの他、高名な先生方から身近にお話しを伺う事は、大変嬉しくあり、楽しく過ごさせて頂きました。最近は、休暇が取り
難く「玉函」等での情報がほとんどでした。
　今回須藤先生の第１回冬期合宿講習会は、特別に休暇を取らなくても参加出来る日、祭日開催である事、京都嵐山と言う
憧れの地である事、日頃の相談で困っている事全てお答えしますと書かれていた事に惹かれ、直ぐ行きたい、参加したいと
思いました。
　講習会内容も、実際の患者さんからの治療結果報告発表は、感激と驚きでした。日頃から大切に思いながら治療に当たっ
ておりました食事、口から入れる物、水分、塩分、陰陽五行論等の注意点を再確認出来た事。ややもすると現実性を伴わず
机上の理論となりがちな宿泊中の食事も、須藤先生の思いがきちんと取り入れられ、休憩中も途切れる事無い質問にもお答
え頂き、至れり尽くせりの大満足でした。
　思いがけず歓迎？の嵐山雪景色、夕食後の美味しい地酒での初対面の方々と膝をつき合わせての親睦、盛りだくさんの充
実した時間をありがとうございました。
　須藤先生を筆頭に、ご尽力頂きました諸先生方、早朝の嵐山付近散策をエスコートして下さった方々、治療結果をご発表
頂いた方々ありがとうございました。また次回も是非参加させて下さい。
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　テーマ ：  『 漢方医薬学の実践 』
　日　時 ：　平成２２年 １月 １０，１１日（日、月 連休）１泊２日
　場　所 ：　“コミュニティー嵯峨野”京都市右京区嵯峨天龍寺広道町 3-4  TEL (075)871-9711
　講　師 ：　漢方交流会　師範　　落合富雄　先生
　定　員 ：  ５０名
　　

　第１回冬期合宿講習会は熱気にあふれた良い雰囲気の中で行われ、お陰様でご参加頂きました先生方から非常に高い評
価を受けました。第２回冬期合宿講習会の会場は前回と同じで、風光明媚な京都嵐山で駅のすぐ近くです。
この冬期講習会はある意味で極めてユニークな講習会です。漢方薬を扱っている医療者はそれぞれ独自の物差しを持ち、
また頻用処方が違います。したがって一度に多くの講師の話を聞かされても知識が思うほど身に付かず、あまり効果的な
学習方法とは言えません。それを踏まえて、この冬期合宿講習会では２日間にわたり１人の講師に講義をお願いして、長
年の経験に基づいた治療方法をじっくりと説明していただきます。講師は、多くの患者さんから信頼されている、実績の
ある、繁栄している薬局の先生です。
　今回の講師も、前回の須藤朝代先生に引き続き、食を中心とした治療方法について講義します。日時は来年１月
１０，１１日です。だいぶ先のことのようですが、“光陰矢の如し”です。ご多用の先生におかれまして、今のうちにこの
冬期合宿講習会をご予定に組み込まれ、是非ご参加下さいますようお願い申し上げます。

第２回
冬期合宿講習会

のご案内


